
年度 中学校入試問題 解説（算数）2023 灘中学校（２日目）兵庫県神戸市

　81→84→42→21。3 回行うと 21 が得られます。81→
84→42→21→24→12→6→3→6→3→…と，6 が 6 回目，

8 回目，10 回目，…と，3 が 7 回目，9 回目，11 回目，

…とくり返しあらわれ，2023 回行うと 3 になります。

　次のようにさかのぼっていくと，6 回行うと 1 になる

になっています。（3 回）は 22022＋4，（6 回）は 22020＋4
で 3 回操作すると 2022 から 2 ずつ減っていきます。

22022＋4 を 22＋4 にするには，2022 − 2＝2020 減らす

ので，（3 回）から 3030 回操作をして（3033 回）です。そ

の後，8→4→2→1 で 3036 回行うと 1 になります。
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A は 7，20，26，
29，64 の 5 通り

考えられます。

　2 を 2023 個か

ける計算を 22023 と

あらわします。操

作を行っていくと次のようになり，3 回ずつのくり返し
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B, C と D の正三角形の間の辺にはインクはついていな

いので，自由に転がしたときの模様は図 2 のようにな

ります。2 回転がす場合のインクの線が 3 cm，4 cm，

5 cm の様子は下図のようになります。

　三角すいのはじめに底になっている面を A（色のつい

た部分），残りの面を図 1 のように B，C，D とします。

この三角すいを紙の上で転がしていくとき，紙にふれる

4 面の記号を図 2 のように書き込みました。また，A と
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（次のページに続く）
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　3 回転がす場合，インクの線の長さが最も長くなるの

は，図 3のようには 7 cmで左右反転したものもあるので，

転がし方は 2 通りです。

　4 回転がす場合（2）よりも 1 cm 長くなり，インクの

長さの最長は 8 cm になります。図 4 のように 5 種類の

模様ができ，それぞれ左右反転したものもあるので，

転がし方は全部で 5×2＝10 通りあります。

（図 3） （図 4）

　つるかめ算の計算をすると B＝9 人，C＝5 人。

　ア＝14 −（1＋2＋9）＝2 人，イ＝14 −（1＋2＋5）＝6 人，

　ウ＝8 −（2＋6）＝0 人，5 点の人数は 5＋2＝7 人。

A＝4 人のとき　B＋C＝16 − 4＝12 人

　7×B＋5×C＝72 点 → B＝6 人，C＝6 人。

　ア＝14 −（1＋4＋6）＝3 人，イ＝14 −（1＋4＋6）＝3 人，

　ウ＝8 −（3＋3）＝2 人，5 点の人数は 6＋3＝9 人。

A＝6 人のとき　B＋C＝16 − 6＝10 人

　7×B＋5×C＝56 点 → B＝3 人，C＝7 人。

　ア＝14 −（1＋6＋3）＝4 人，イ＝14 −（1＋6＋7）＝0 人，

　ウ＝8 −（4＋0）＝4 人，5 点の人数は 7＋4＝11 人。

この 3 パターンのそれぞれ A，B，C，ア，イ，ウの結

果をまとめると，答えは下のようになります。

　クラスの合計点は 5.68×25＝142 点です。2 番と 3 番

の合計点が 3×14＋5×14＝112 点なので，1 番の合計

点が 142 − 112＝30 点，1 番の正解人数は 30÷2＝15 人。

　合計点に注目して，下の図 1 の□と△の人数をそれぞ

れ考えていきます。次のように整理できます。

10×□＋6.5×16＋3.5×△＝142 点

                           → 10×□＋3.5×△＝38 点になります。

□＋△＝25 − 16＝9 人なので，つるかめ算の計算をする

と（10×9 − 38）÷（10 − 3.5）＝52÷6.5＝8 人 … △
9 − 8＝1 人 … □ です。1 問正解した生徒は 8 人です。

　図 1 の A の人数は度数分布表では 2，4，6 人なので，

この 3 パターンを考えていきます。

A＝2 人のとき　B＋C＝16 − 2＝14 人

　7×B＋5×C＝6.5×16 − 8×2＝88 点
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おうぎ形を 2 個取りのぞいた図形になります。面積は

15.6×7 − 6π×2＝109.2 − 37.68＝71.52 cm2 です。

　同じように考えます。6 cm の直線 DF が平行移動し

たときの通過部分は図 3 のようになります。正六角形

の内側は斜線部分で，正方形と正三角形の合計から 60
度のおうぎ形を取りのぞくとよい（図 4）。
6×6＋15.6 − 6π＝36＋15.6 − 18.84＝32.76 cm2 です。

　太線の正六角形（正三角形 6 個）から 60 度のおうぎ形

（6πcm2）を 2 つ取りのぞくので，15.6×6 − 6π×2＝
93.6 − 37.68＝55.92 cm2 になります。

　直線 CE が半径 6 cm の円周上にそって平行移動しま

す。通過部分は図 1 のようになり，中央部分は通過しま

せん。正六角形の内側部分は図 1 の斜線部分で，これは

変形すると，図 2 のように正三角形 7 個分から 60 度の
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　3 点 I，J，K を通る平面で立方体を切断すると切り口

は正六角形になり（図 1），立方体の中心 O を通るので立

方体の体積を 2 等分します。また，小さい 6 個の立方体

は切り口が正三角形になるように切れています。点 H を

含む立体の体積は 6×6×6×    ＝108 cm3 です。

　1 辺が 3 cm の立方体に注目して考えます。図 2 のよ

うに，　，　，　の面で切ると切り口は正三角形になり，

立方体から     の三角すいを 3 個取りのぞいた立体が残

ります。小さな立方体の 1 −     ×3＝     なので，点 G を

含む立体の体積は 3×3×3×    ＝13.5 cm3 です。

　図 3 のようになり，これも 1 辺が 3 cm の立方体に注

目して考えていきます。     の三角すいを 2 個取りのぞい

た立体が 2 個（★）と，     の三角すいが 2 個（☆）あるの

で，（1 −      ×2）×2＋    ×2＝      。点 D を含む立体の

体積は 3×3×3×     ＝45 cm3 です。

　V は図 4 のようになり，三角すい台を 2 個組み合わ

せた立体なので，3×3×3×    ×（23 − 13
）×2＝63 cm3

です。また，全体を 3 点 N，P，Q を通る平面で切った

とき，切り口は 3 cm の辺の中点を通る六角形になり（図

5），立方体の中心 O も通ります。V を切り分けるとき，

図 6 のように切断の様子を２つの三角すい台に分けて

考えました。◆と◆，◎と◎どうしの立体は合同なので，

点 I を含む立体は V の体積を 2 等分していることにな

ります。体積は 63×     ＝31.5 cm3 です。
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